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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに

日本の地球観測衛星ALOSに搭載されたマルチスペクトルセンサAVNIRｰ2の応用利用の一つとして分類処理

を挙げることができる。筆者は処理の汎用化のため、国土交通省が整備し公開している国土数値情報100 m

メッシュ土地利用データを教師データとして、ＳＯＭ (Self-Organizing Maps)上で学習した観測値(DN)を

基に各土地利用項目を決定しクラスタリング処理する実験を行った（平成20年度全国大会にて発表）。本報

告はSOMのサイズが分類結果に及ぼす影響について調査すると共に適切な分類項目について検討を行ったも

のである。

２２２２．．．．テストサイトテストサイトテストサイトテストサイトおよびおよびおよびおよび使用使用使用使用データデータデータデータ

2007年3月1日に観測されたALOS/AVNIR-2データから神奈川県を中心とした約40km×60km(Fig.1)をテスト

サイトとした。AVNIR-2データは土地利用メッシュデータの投影面である緯度経度座標系に地上分解能約10m

で幾何補正処理（ニアレストネイバー法による）した。

３３３３．．．．処理手順処理手順処理手順処理手順

SOM（自己組織化マップ）はニューラルネットワークを利用した教師なし分類手法の最も簡単なモデル

で、２次元平面の競合層（格子状の離散的なノードで構成）にデータを写像するものである。16 × 16、12

× 12、8 × 8、4 × 4 の４種類の競合層について、初期値として代表的な分類項目の輝度値を競合層の四隅

のノードに設定し学習を進めた。100m メッシュ土地利用情報の各分類項目毎に含まれる画素が競合層の各

ノードにどのように分類されているかを調べ、競合層の各ノードで占有度（ノードに分類された画素数／分

類項目に含まれる画素数）の高い分類項目を出力値とすることで、分類処理を行った。

４４４４．．．．結果結果結果結果とととと考察考察考察考察

設定した競合層による各分類

結果を表１～４に示す。この中

から衛星画像により判別可能と

思われる項目を選び分類精度を

比較した結果が表５である。重

複する分類項目を統合した結果

も付加した。表から競合層は 8

× 8 程度でも精度的には大差無

く、また分類項目を統合すれば 4 × 4 の競合層でも分類処理出来る

ことがわかる。

分類精度や設定する分類項目を最適なものとすることが出来れば

汎用的なアルゴリズムになるものと思われ、SOM 学習法や学習に利

用するデータの選択等更なる検討を加えることが必要と思われる。

キーワード ALOS/AVNIR-2、国土数値情報、自動分類処理、ニューラルネットワーク
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表５ 分類精度

表６ 総合精度の比較
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表１ 分類結果（競合層：16× 16）

表２ 分類結果（競合層：12× 12）

表３ 分類結果（競合層：8× 8）

表４ 分類結果（競合層：4× 4）
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